






























































































J09 Two In One: Merging two systems and 
migrating to Sierra within one year (4/15 9:00–
10:00), K10 Starting Serials in Sierra (4/15 
10:30–11:30), L06 Basic Circulation in Sierra/
Millennium (4/15 13:30–14:30), M01 Cataloging 
Setup in Sierra (4/15 15:00–16:00), N02 Encore/
WebPAC Search Forum (4/15 16:30–17:30), O06 
using Review Files and global Update, Sierra 
Style (4/16 9:00–10:00), Q06 Implementing Patron 
Loads to Improve Efficiency at the Circulation 
Desk (4/16 13:30–14:30), R10 Moving to the Cloud 
(4/16 15:00–16:00).
3．参加者との情報交換
　Opening Session、Receptionや Sessionの間の時
間を使って他の参加者と情報交換を行った。今回の
参加登録者数は 897名（初めての参加者は 237名）
と IIIからは 58名の参加であった。参加者の大部分
はアメリカからで、45州からの参加があったという
ことである。一方、国別では 11か国とのことであっ
た。どのユーザーもUnicode StorageでMillennium
ないしは Sierraを使っており、今年はさらに Sierra
ユーザーが増え、アメリカ国内では Sierraへの移行
がさらに進んでいるようであった。
　15日には、International User（アメリカ国内を
除く各国のユーザー）を対象にした International 
Receptionに参加した。その中で、既にMillennium
から Sierraに移行したヨーロッパ（コンソーシアム
のメンバーのエストニア、フィンランド等）からの
参加者に様子を聞いた。日本のユーザーとして、ロー
マ字のほか、「漢字」と「かな」の 2つの文字体系
があり、なおかつ著者名やタイトルなどで表示形と
よみの両方を持たせていることや、Sierraの翻訳
ファイルがどのようなものかまだわからないと伝え
たところ、Sierraは開発中の部分があるので、新し
い機能が追加され、その部分の翻訳が間に合ってい
ないとのことであった。また、この会の中で IIIの
プロダクトマネジメント担当上席副社長にも話を聞
くことができた。
　いわく、Sierraは今後も短期間のうちに新機能を
追加していくとの説明があったが、参加者たちから
はアップデートについて事前の十分な周知がなされ
ていないのではないかという不満や、まず現在のバ
グを修正してほしい旨の要望が上がっていた。
　このたびの IUG2015に参加し、IIIの最新情報を
得ることができ、交渉も一定の成果を得た。これら
の結果を受けて、Millenniumのバージョンアップ
等について 2015年度の具体的な計画を策定するこ
ととした。
2日目（4月 15日）に行われた昼食会
（All Conference Lunch）の様子
